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70

周
年
を
終
え
て 

校
長 

 

池
田 

俊
一 

周
年
行
事
は
、
本
当
に
多
く
の

方
々
の
真
心
と
熱
意
に
支
え
て
い

た
だ
き
、
お
開
き
に
至
り
ま
し
た
。 

式
典
後
、参
加
し
た
生
徒
に
声
を

か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、「
あ
ん
な
に

大
勢
の
方
が
集
ま
る
式
だ
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。ひ
な
壇
で

歌
っ
た
と
き
思
い
切
り
声
が
出
せ

ま
し
た
。
卒
業
生
の
方
の
話
が
面
白

か
っ
た
で
す
。い
い
演
奏
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
」
等
、
ど
の
生
徒
の

心
に
も
手
応
え
が
あ
っ
た
様
子
で

し
た
。し
か
し
周
年
に
参
加
で
き
た

本
当
の
価
値
を
感
じ
る
の
は
、大
人

に
な
り
周
年
誌
に
一
人
ひ
と
り
記

し
た
「
十
年
後
の
私
」
を
め
く
り
懐

か
し
く
思
う
時
で
し
ょ
う
。そ
の
時

七
中
を
支
え
て
く
れ
る
の
が
こ
の

生
徒
達
で
す
。学
校
を
深
く
思
う
種

を
こ
の
周
年
で
心
の
中
に
蒔
け
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
80

周
年
に
向
け
て
出
発
し
た
七
中
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
記
念
式
典
・
祝
賀
会 

平
成
29
年
11
月
18
日
、
七
中
体
育

館
に
て 

          

 

            

●
地
域
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

開
校
70
周
年
を
祝
う
会 

会
長 

 

木
村 

輝
之 

70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

実
行
委
員
長
の
大
役
を
学
校
関
係

の
方
々
、
地
域
町
会
の
お
力
添
え
を

受
け
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。学

校
へ
の
記
念
品
も
学
校
の
希
望
す

る
も
の
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
多
く
の
方
々
、
特
に
卒

業
生
の
方
々
に
は
ご
理
解
あ
る
ご

支
援
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

祝
賀
会
も
多
く
の
皆
様
の
ご
出
席

を
賜
り
盛
大
に
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
記
念
誌
、
記
念
品
、

祝
賀
会
、
事
務
局
、
会
計
と
そ
れ
ぞ

れ
多
く
の
会
議
を
重
ね
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
重
ね
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。近
年
学
校
も
少
子

化
に
伴
う
統
廃
合
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
七
中

は
統
廃
合
を

免
れ
安
堵
し

て

お

り

ま

す
。
将
来
に

向
け
地
域
の

学
舎
と
し
て

多
く
の
生
徒

の
も
と
永
く

存
続
し
発
展

し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。 
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歴代校長もお祝いに駆け付けました▶

▲学校と町会・自治会等地域の方々約

180 名で喜びを分かち合った祝賀会

▲120名以上の来賓も参列

し、厳かかつ和やかな式典に

響いた生徒たちの歌声 

教育目標 すすんで学ぶ人になろう 

心ゆたかな人になろう 

社会につくす人になろう



(2) 

●
70
年
前
の
七
中
と
地
域 

70
年
前
、
七
中
に
隣
接
す
る
地

域
は
江
古
田
小
学
校
、
中
野
療
養
所
、

東
福
寺
、
氷
川
神
社
を
中
心
に
商
店

が
連
な
り
、
町
づ
く
り
が
始
ま
り
、

沼
袋
駅
の
方
へ
と
発
展
し
て
い
き

ま
し
た
。
七
中
が
江
古
田
小
の
片
隅

に
開
校
し
た
当
時
は
、
小
学
校
の
教

室
が
不
足
し
、
４
年
生
以
下
の
生
徒

は
午
前
と
午
後
に
分
か
れ
て
の
２

部
授
業
で
し
た
。そ
の
後
現
在
の
位

置
に
移
転
、
校
庭
は
２
面
あ
り
、
新

青
梅
街
道
の
南
側
の
現
在
ス
ー
パ

ー
の
所
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
。
ク

ラ
ス
は
60
名
で
給
食
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。そ
の
当
時
は
中
学
卒
業

生

の

過

半

数

が

進

学

し
、
半
数
が

い

ろ

ん

な

職

業

に

就

職

し

た

時

代
で
し
た
。

（

記

念

式

典

笹

川

五

郎

氏

講

話

よ
り
）

●
地
域
で
育
む 

七
中
生
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
守

ら
れ
、
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
江
古
田

地
域
の
多
く
の
方
々
に
指
導
を
受

け
、
支
え
ら
れ
、
見
守
ら
れ
な
が
ら

活
動
し
て
い
る
七
中
生
が
い
ま
す
。 

江
古
田
獅
子
舞
（
東
京
都
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
）
に
は
２
名
が
笛
の

練
習
生
、
地
域
の
盆
踊
り
に
欠
か
せ

な
い
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
輝
鼓
会
は

５
名
が
稽
古
に
参
加
、
青
少
年
育
成

江
古
田
地
区
委
員
会
に
５
名
の
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
江
古
田
サ
ン
ダ

ー
ス
Ｓ
Ｃ
と
は
、
２
０
１
７
年
７
月

よ
り
、
江
古
田
小
の
グ
ラ
ン
ド
改
修

が
縁
で
、
七
中
サ
ッ
カ
ー
部
と
小
学

生
が
と
も
に
練
習
し
て
、
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
て
小
中
学
生
の
交
流
始
ま

っ
て
い
ま
す
。未
来
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

誕
生
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

職
業
体
験 

職
業
体
験
を
通
し
て
、
知
識
や
技

術
技
能
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

て
い
る
地
域
の
方
々
が
い
ま
す
。 

あ
り
ん
堂
、
関
東
バ
ス
丸
山
営
業
所
、

江
古
田
図
書
館
、
金
の
峯
幼
稚
園
、

江
原
保
育
園
、
江
古
田
小
、
江
原
小

な
ど
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部 

部
員
た
ち
が
年
間
を
通
し
て
地

域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
あ
さ
ひ
の
家
、
べ

タ
ニ
ア
ホ
ー
ム
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
江

原
小
・
江
古
田
小
運
動
会
ス
タ
ッ
フ
、

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家
の
イ
ベ

ン
ト
、
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

の
地
区
ま
つ
り
、
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
。 

●
各
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生 

累
計
数
１
６
，３
５
４
名
の
卒
業

生
の
中
に
は
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
を
35
年
務
め
た
大
川
内
弘
さ

ん
、
昨
年
12
月
19
日
Ｗ
Ｂ
Ｏ
ア
ジ

ア
太
平
洋
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ト
級
王

座
決
定
12
回
戦
Ｔ
Ｋ
Ｏ
勝
ち
で
新

王
者
と
な
っ
た
岡
田
博
喜
さ
ん
、
長

唄
邦
楽
囃
子
笛
方
で
、
和
楽
器
ユ
ニ

ッ
ト
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
メ
ン
バ
ー
の
福

原
百
貴
（
深
野
貴
寛
）
さ
ん
、
等
の

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

江
原
在
住
・
七
中
卒
業
の
ボ
ブ
ス
レ

ー
選
手 

伊
藤
隆
太
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー 

時
速
１
１
０
〜
１
５
０
キ
ロ
で

狭
い
氷
の
枠
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
滑

り
タ
イ
ム
を
争
う
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
種
目
・
ボ
ブ
ス
レ
ー
、
こ
の
競

技
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
強
化
指
定
選
手
と
し

て
日
本
選
手
権
や
国
際
試
合
で
活

躍
し
て
い
る
伊
藤
隆
太
さ
ん
、
こ
ん

な
身
近
に
２
０
２
２
年
北
京
大
会

の
出
場
目
指
す
選
手
が
い
る
な
ん

て
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

見
る
か
ら
に
は
つ
ら
つ
と
し
た
28

歳
の
好
青
年
、
危
険
が
伴
う
ボ
ブ
ス

レ
ー
の
醍
醐
味
、
見
ど
こ
ろ
と
大
変

さ
、
そ
し
て
七
中
時
代
の
思
い
出
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。詳
報
は

６
月
号
で
…
乞
う
ご
期
待
！ 

毎
年
、
え
ご
の
実
会
（
中
野
生
涯

学
習
大
学
の
江
古
田
地
域
卒
業
生

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
会
）
が
『
羽
根
つ
き
・

福
笑
い
・
コ
マ
回
し
・
双
六
』
の
お

正
月
遊
び
と
『
あ
や
と
り
・
お
手
玉
・

け
ん
玉
・
お
は
じ
き
・
メ
ン
コ
』
の

む
か
し
遊
び
を
江
古
田
小
学
校
１

年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
く
遊
び
学
ぶ
授
業
支
援
、
今
年
は

12
月
13
日
（
水
）
午
前
中
、
体
育

館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
寒
波
に
見
舞
わ
れ
寒

い
朝
と
な
り
ま
し
た
が
、
18
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
遊
び
を
分

担
し
、
子
ど
も
達
に
元
気
を
も
ら
っ

て
、
校
長
・
副
校
長
を
始
め
、
担
任

の
先
生
、
公
開
授
業
で
参
加
さ
れ
保

護
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
３
時

間
余
り
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
に
ぎ

や
か
に
動
き
回
り
ま
し
た
。 

ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
紙
飛
行
機
を

み
ん
な
で
飛
ば
し
、
子
ど
も
達
が

「
楽
し
か
っ
た
」
と
口
々
に
感
想
を

述
べ
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
こ
ん
な
遊

び
も
家
族
そ
ろ
っ
て
お
正
月
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
何
と
学
校
で
実
っ
た
い

い
香
り
の
「
ゆ
ず
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
贈
ら
れ
、
「
こ
れ
な
ら
来
年
も
ま

た
来
な
け
れ
ば
（
？
）
」
と
ニ
コ
ニ

コ
顔
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
岩
村
記
） 

 

第
６
回
全
国
書
写
書
道
総
合
大
会
平
成

29
年
度
書
字
文
化
大
賞
文
部
科
学
大
臣

賞
受
賞
者
、
大
平 

知
雅(

は
る
が)

さ
ん

（
３
年
）
に
よ
る
書
初
め 

江
古
田
小
で
お
正
月
遊
び
・

む

か

し

遊

び

の

授

業 



(3) 
 

新
江
古
田
今
昔
（一
八
回
） 

旭
公
民
館
町
会
の
歴
史  

 

（
旭
公
民
館
町
会
名
簿
よ
り
抜
粋
） 

昭
和
６
年
、
江
古
田
三
丁
目
町
会

設
立
。
昭
和
17
年
、
現
在
地
に
三
丁

目
会
館
が
建
て
ら
れ
る
。
昭
和
30
年
、

社
会
教
育
法
に
基
づ
く
「
社
団
法
人

旭
公
民
館
」（
町
会
）
が
教
育
庁
の
許

可
を
受
け
た
。
昭
和
５７
年
、
会
館
建

替
え
工
事
に
依
っ
て
鉄
骨
２
階
建
て

会
館
を
新
築
。平
成
５
年
、
内
外
装
、

空
調
設
備
を
改
装
。
平
成
18
年
、
新

築
後
24
年
の
歳
月
が
過
ぎ
た
こ
と

も
あ
り
会
館
の
大
規
模
な
内
外
装
工

事
を
し
た
。
平
成
20
年
、
会
計
検
査

を
受
け
た
際
、
一
般
「
公
益
法
人
」

法
改
正
の
内
示
を
受
け
た
。
そ
れ
は

町
会
運
営
に
と
っ
て
厳
し
い
内
容
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
現
在
以
上
の
公

益
活
動
の
拡
大
と
監
査
の
強
化
。
理

事
会
、
役
員
会
で
幾
度
と
な
く
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
次
世
代
の
町
会
員

に
「
社
団
法
人
」
と
し
て
の
引
き
渡

し
は
困
難
と
判
断
し
一
般
の
町
会
へ

移
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
決
算
総
会

に
て
移
行
準
備
会
設
立
承
認
。
平
成

22
年
１
月
５
日
、
中
野
区
長
よ
り
地

縁
団
体
「
旭
公
民
館
町
会
」
の
認
可

を
得
る
。
２
月
25
日
、
旭
公
民
館
町

会
設
立
総
会
。
３
月
31
日
、
社
団
法

人
格
解
散
。
平
成
24
年
１
月
、
２
月
、

東
日
本
大
震
災
被
害
に
よ
る
会
館
の

補
修
工
事
。 

 （
昭
和
57
年
江
古
田
地
域
ニ
ュ
ー

ス
第
26
号
か
ら
抜
粋
） 

町
会
の
活
動
の
場
と
し
て
建
替
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
旭
公
民
館

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
昭
和
５７
年

１２
月
５
日
、
無
事
落
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

新
し
い
公
民
館
は
、
敷
地
面
積
、

約
１
８
３
．
３
㎡
、
１
階
床
面
積
、

約
１
２
６
．
４
７
㎡
、
２
階
床
面
積
、

約
１
１
４
．
４
㎡
、
総
床
面
積
、
約

２
４
０
．
９
㎡
の
鉄
骨
造
り
２
階
建

で
す
。
建
物
全
体
は
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
で
統
一
さ
れ
、
町
会
活
動
の
拠
点

に
ふ
さ
わ
し
く
、
１
階
に
は
30
畳
の

洋
室
と
20
畳
の
和
室
、
２
階
に
は
事

務
所
と
管
理
人
室
が
あ
り
間
取
り
も

利
用
し
易
い
よ
う
に
作
ら
れ
て
お
り
、

細
か
い
と
こ
ろ
に
気
が
配
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
１
階
の
洋
室
、
和
室
が
地

域
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に

注
目
し
た
い
の
は
、
館
長
並
び
に
会

員
の
要
望
か
ら
冠
婚
葬
祭
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、

こ
の
こ
と
は
、
役
員
及
び
会
員
の

方
々
の
力
の
結
果
が
、
地
域
の
公
民

館
と
し
て
は
画
期
的
な
施
設
を
作
っ

た
も
の
と
い
え
ま
す
。 

 特
別
区
民
税
・
都
民
税
住
民
税 

【
期
間
】
２
月
16
日
（
金
）
～
３

月
15
日
（
木
）
※
土
、
日
を
除
く 

【
場
所
】
区
役
所
３
階
１
番
窓
口 

【
問
合
せ
】
中
野
区
税
務
担
当 

☎
（
３
２
２
８
）
８
９
１
３ 

所
得
税
の
確
定
申
告 

確
定
申
告
書
は
、
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
で
作
成
し
、
郵
送
で
提
出
も

可
能 

【
期
間
】
２
月
16
日
（
金
）
～
３

月
15
日
（
木
）
※
土
、
日
を
除
き

ま
す
が
、
２
月
日
18
（
日
）
及
び

２
月
25
日
（
日
）
は
開
設
し
ま
す 

【
会
場
】
ル
ミ
ネ
ゼ
ロ
（
渋
谷
区
千

駄
ヶ
谷
５
‐
24
‐
55 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
ｏ

Ｍ
ａ
ｎ
５
階
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
直
結
） 

※
税
務
署
内
に
申
告
書
作
成
・
相
談

会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
中
野
税
務
署 

☎
（
３
３
８
７
）
８
１
１
１
（
自

動
音
声
） 

※
詳
細
は
各
問
合
せ
先
へ 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

４
月
利
用
分 

２
月
19
日
（
月
） 

５
月
利
用
分 

３
月
19
日
（
月
） 

地
元
団
体 

９
時
か
ら 

一
般
団
体 

10
時
30
分
か
ら 

 

平

成

30

年

度 

い

き

い

き 

健
康
体
操
・
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
・ 

フ

ラ

ダ

ン

ス

参

加

者

募

集 

【
申
込
期
間
】
３
月
１
日
（
木
）
～

15
日
（
木
） 

※
詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】
江
古
田
区

民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
連

絡
先
は
１
面
） 

運
営
委
員
会
だ
よ
り 

【
会
議
】
（
開
催
済
み
） 

町
会
長
会
議 

12
月
15
日 

広
報
部
会 

12
月
20
日 

（
そ
の
他
）
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
、
地
区
委
員
会
会
議
等
へ
の
出

席 【
事
業
】
（
開
催
済
み
） 

こ
ど
も
防
災
Ｄ
Ｅ
チ
ャ
レ
ン
ジ 

12

月
３
日 

サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
12
月
13
日 

（
通
年
行
事
）
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
童

謡
講
習
会
、
健
康
体
操
、
シ
ニ
ア
ヨ

ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ

ラ
リ
ー 

  

新
年
の 

ご
あ
い
さ
つ 

 

新
年
を
迎
え
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
地
域
活
動
の
運
営
に

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
戌
「
守
り

の
年
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
の
ワ
ン
ダ
フ
ル
を
目
標
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年

も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

運
営
委
員
会
会
長 

斉
藤 

金
造 

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

▲現在の旭公民館 

税
の
申
告
は
お
早
め
に 

歴
史 

旭
公
民
館
完
成 

集
会
室
の
抽
選 



(4) 

編

集

後

記

 

今
号
は
創
立
70
年 

を
迎
え
た
『
七
中
』
特
集
号
と
し

て
、
ほ
ぼ
戦
後
日
本
の
歴
史
と
共

に
歩
ん
で
き
た
足
跡
を
『
地
域
と

歩
む
』
と
題
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
Ｊ
Ｏ
Ｃ
強
化

指
定
選
手
と
し
て
活
躍
中
の
卒
業

生
・
伊
藤
隆
太
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
も
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
一
読

く
だ
さ
い
。(

岩
村
記
） 

１
．
30
年
度
は
つ
ら
つ
健
康
体
操 

前
期
（
４
月
～
10
月
）
の
申
込
み 

①
第
１
・
３
木
曜
日 
午
前
10
時
～

11
時
15
分 

【
講
師
】
高
橋
敏
子
先
生
（
健
康
づ

く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
） 

 

太
極
拳
や
気
功
な
ど
、
ゆ
っ
く
り

し
た
動
き
で
体
を
鍛
え
ま
す
。 

②
第
２
・
４
木
曜
日 

午
前
10
時
～

11
時
15
分 

【
講
師
】
野
口
栄
子
先
生
（
介
護
予

防
運
動
指
導
員
・
看
護
師
） 

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
す
。 

【
対
象
】
区
内
在
住
で
65
歳
以
上

【
募
集
定
員
】
①
30
名 

②
35
名 

【
申
し
込
み
期
間
】
２
月
８
日
（
木
）

～
２
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
５
時
（
11
日
（
日
）・
12
日
（
祝
）

を
除
く
） 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選 

【
抽
選
日
】
３
月
１
日
（
木
） 

午
前
11
時
20
分
～
11
時
45
分 

【
受
講
者
発
表
】
３
月
８
日
（
木
） 

午
前
９
時
30
分
～ 

【
問
合
せ
】
北
部
す
こ
や
か
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
担
当 

中
村
・
横
山
） 

☎
（
３
３
８
９
）
４
３
２
３ 

２
．
ふ
れ
あ
い
自
主
グ
ル
ー
プ 

活
動
交
流
会 

【
日
時
】
２
月
28
日
（
水
） 

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
） 

【
場
所
】
１
階
児
童
ホ
ー
ル 

絵
手
紙
、
映
画
、
お
り
が
み
、
カ

ラ
オ
ケ
、
俳
句
、
童
謡
、
ハ
ワ
イ
ア

ン
音
楽
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
新
舞
踊
な

ど
、
ふ
れ
あ
い
の
家
で
活
動
し
て
い

る
シ
ニ
ア
自
主
グ
ル
ー
プ
の
１
年
間

の
活
動
を
発
表
し
ま
す
。
活
動
に
興

味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の

家
（
中
野
区
江
古
田
１-

９-

24
） 

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５ 

【
日
時
】
２
月
４
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時 

【
内
容
】
自
主
グ
ル
ー
プ
の
発
表
や

特
別
公
演
、
甘
酒
の
振
舞
い
、
模
擬

店
や
バ
ザ
ー
、
福
祉
用
具
の
展
示
等

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。 

【
会
場
・
問
合
せ
】
松
が
丘
シ
ニ
ア

プ
ラ
ザ
（
松
が
丘
１
‐
32
‐
10
） 

☎
（
５
３
８
０
）
５
７
６
１ 

古
建
築
物
の
月
例
公
開 

古
建
築
物
群
の
内
部
公
開
を
開
催 

※
鬼
神
窟
は
建
物
入
口
か
ら
の
観

覧
の
み 

※
絶
対
城
は
修
復
工
事
の
為
、
観

覧
で
き
ま
せ
ん 

【
日
時
】
2
月
4
日
（
日
）
、 

3
月
4
日
（
日
） 

午
前
１０
時
～
午
後
3
時 

【
場
所
】
時
空
岡 

【
参
加
費
】
無
料 

剪
定
教
室 

公
園
内
の
ウ
メ
を
教
材
と
し
て
、 

実
際
に
剪
定
を
体
験
し
な
が
ら
専 

門
家
に
よ
る
技
術
指
導
を
行
う
。 

【
日
時
】
３
月
４
日
（
日
） 

午
前
１０
時
～
正
午 

【
場
所
】
哲
学
堂
公
園 

【
定
員
】
12
名 

【
参
加
費
】
１
，
０
０
０
円 

※
詳
細
は
お
問
合
せ
を
。 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
哲
学
堂
公
園

管
理
事
務
所
（
松
が
丘
１-

34-

28
） 

☎
（
３
９
５
１
）
２
５
１
５ 

第
２
４
２
回
『
平
成
の
歌
』 

元
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
奥
田
瑞

雄
氏
を
お
招
き
し
て
、
平
成
の
歌
と

時
代
の
変
遷
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
語
り

歌
い
ま
し
ょ
う
。 

【
日
時
】
２
月
24
日
（
土
）
午
後
２

時
～
４
時 

【
語
り
手
】 

奥
田
瑞
雄
さ
ん
（
元

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
） 

※
当
日
直
接
会
場
へ 

【
参
加
費
】
無
料 

先
着
30
名 

【
場
所
】
江
古
田
図
書
館
（
江
古
田

２
‐
１
‐
11
） 

【
問
合
せ
】
江
古
田
図
書
館 

☎
（
３
３
１
９
）
９
３
０
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
３
１
９
）
９
３
０
２ 

◎
中
止
の
お
知
ら
せ
◎ 

３
月
11
日
（
日
）
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
市
で

す
が
、
現
在
江
原
公
園
内
で
保
育
園

建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
関
係
で
、
開

催
す
る
場
所
を
確
保
す
る
の
が
難
し

い
状
況
の
為
、
今
回
は
中
止
と
い
た

し
ま
す
。
ま
た
次
回
５
月
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
検
討
中
で
す
の
で
ご
理

解
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
主
催
】
江
古
田
住
区
協
議
会 

【
問
合
せ
】
田
代 

☎
（
３
３
８
９
）
８
１
１
７ 

【
日
時
】
２
月
３
日
（
土
）
午
前 

10

時
30
分
～ 

【
場
所
】江
古
田
氷
川
神
社
境
内
（
江

古
田
３
‐
13
‐
６
） 

【
主
催
・
問
合
せ
】
江
古
田
氷
川
神

社 

☎
（
３
３
８
６
）
２
５
２
７ 

60
歳
以
上
の
区
民
の
方 

各
会
場
先
着
14
人
ま
で 

・
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

２
月
27
日
、
３
月
27
日 

毎
月
第
４
火
曜
日 

☎
（
３
９
５
４
）
６
８
１
１ 

・
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

２
月
16
日
、
３
月
16
日 

毎
月
第
３
金
曜
日 

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５ 

・
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ 

２
月
22
日
、
３
月
22
日 

毎
月
第
４
木
曜
日 

 

☎
（
５
３
８
０
）
５
７
６
１ 

参
加
費 

９
０
０
円 

て
ぬ
ぐ
い
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

は
り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ 

江

古
田

図

書
館 

お
し
ゃ
べ
り
講
座 

リ
サ
イ
ク
ル
市 

松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ 

４
月
号
は
３
月

25

日
発
行
予
定 

哲

学

堂

公

園 

第
26
回
プ
ラ
ザ
祭 

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

江
古
田
氷
川
神
社
節
分
祭 
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